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第３章 我が国への医療渡航についての認知度向上に向けたプロモーションの実施 

 

３－１． 国外における医療渡航関連の国際イベントへの出展 

 

１） 背景および目的 

経済産業省では医療渡航に関する認知度向上に向けたプロモーション活動として、日本

の医療を紹介する各種メディア（Web サイト、映像、パンフレット等）の制作と配布、現

地医療関係者及び一般市民に向けた外国における国際イベントへの出展を行ってきた。各

プロモーションの実施の結果、日本への医療渡航に関する問合せ数の増加、渡航受診者の

増加が見られ、今後も日本への渡航受診者数は増加するものと予想される。 

渡航受診者の増加が見られる一方、日本への医療渡航を巡りトラブルも生じているとい

う情報が、日本の医療機関や医療渡航支援企業から寄せられるようになった。日本への適

切な医療渡航の流れや受入体制の整っている医療機関に関する情報を国内外へ十分に周知

できていないことも要因の一つとして考えられる。 

日本への医療渡航受診者の受入体制にかかる整備として、認証医療渡航支援企業（以下、

AMTAC） の認証に加え、2017 年 1 月からは渡航受診者受入れに意欲と実績のある医療機

関を「ジャパン インターナショナル ホスピタルズ（以下、JIH）」として推奨し、専用サイ

ト「ジャパン ホスピタル サーチ」 で外国に情報を発信している。 JIH や AMTAC などの

渡航受診者の受入体制を外国に向けてプロモーションを実施することで、日本の医療渡航

の認知度向上に寄与するとともに、国内の医療機関、医療渡航支援企業の受入れに係る実

務の効率化と併せ、医療渡航における諸処のトラブルを最小限に抑えることが考えられる。

また、日本への医療渡航を希望する患者に対し、安全・安心な渡航受診の流れを知っても

らうためにも、日本から世界に対する積極的な情報発信は、日本の健全なインバウンド市

場の発展につながるものと考えられる。 

これまで出展をしてきた諸外国における国際イベントをふまえ、2017 年度は、昨年度事

業でも出展し成果が得られ、かつ日本への渡航受診者数が最も多い中国と、経済発展著し

く渡航受診者の前年度伸び率が高いベトナムを対象に、国際イベントへの出展及びインバ

ウンドに関するプロモーションを行うこととした。 

 

２） 国際イベントの概要 

対象国の選定に際しては、言語面等、日本側の受入体制が整備されている国、また患者

の受入実績が多い国であることなどをふまえて対象国を選定した。その結果、医療渡航受

診者数の一番の多い中国と、昨今医療渡航者の増加傾向がみられるベトナムに出展するこ

ととした。出展した 2 つの展示会の開催概要を次に示す。 
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図表 80 出展した展示会の開催概要 

国／ 

イベント名 

テー

マ 
開催日 対象者・来場者層 来場者数 

出展国／ 

出展国数 

ベトナム／ 

International Travel Expo 

 Ho Chi Minh City 2017 

旅行 

2017 年 9 月 7 日（木）～   

     9 日（土） 

※業界日：9/7～8 

 一般日：9/9 

・一般市民 

・旅行代理店 

・イベント会社 

等 

30,000人 
38 国・地域／

300 団体 

中国／ 

The 7th China (Beijing) 

International Medical 

Tourism Fair 

（2017 第 7回中国（北京）

国際医療旅遊展覧会） 

医療 

渡航 

2017 年 11 月 17 日（金）～ 

     19 日（日） 

・医療渡航従事者 

・旅行代理店 

・一般市民 

・医療関係者 等 

15,000人 
17 国・地域／ 

115 団体 

出所）MEJ 作成 

 

 ベトナムは、日本への医療渡航者数は少ないものの、医療渡航者数の増加が顕著である。

近年の経済成長に伴い、日本への医療渡航の潜在的ニーズがあると考えられる。これまで

ベトナムでは展示会出展等のプロモーション実績はなく、ベトナムにおけるインバウンド

市場の実態調査を行う必要があった。そのため、医療渡航業者だけでなく、一般市民も対

象として、日本への医療渡航を広く認知させることを目的に旅行博へ出展した。 

 一方、中国は日本への医療渡航者数が一番多い国である。JIH、AMTAC を紹介し、日本

への適切な渡航の流れを訴求するため、医療渡航従事者が多く集まる医療渡航博へ出展し

た。 

出展にあたっては、“オールジャパン”としての一体的な取組をアピールするため、MEJ

フォーラム会員、AMTAC に広く出展協力を呼び掛け、日本の受入体制をアピールした。 
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（２）中国「中国国際医療旅遊（北京）展覧会」への出展 

 

イベント概要 ①

 ベトナムに続き、11月には、中国・北京で開催された「第 7届中国国際医療旅遊（北京）

展覧会」に出展した。 

 

名称  ：The 7th China (Beijing)International Medical Tourism Fair 

    中国国際医療旅遊（北京）展覧会 

開催日程：2017 年 11 月 17 日（金）～19 日（日） 

会場  ：中国国際展覧中心（静安庄館）Hall 8 

 

本展示会は、中国から外国への医療渡航をテーマとし、2015 年 6 月に広州にて第 1 回目

が開催されて以降、北京、上海を含めた 3 都市で開催されており、今回で 7 回目を迎える。

本事業では過去 2 年連続で出展しており、本展示会へ参加した医療機関及び医療渡航支援

企業等からは、商談・相談件数が多く、満足度が高いイベントであると認知されている。

また、中国国内においては最大規模の医療渡航に関する展示会であり、医療渡航従事者や

医療渡航に関心のある人が多く来場するため、本年度も展示会出展による訴求効果が大き

いと考えた。 

 本年度の来場者数は主催者発表によると約 15,000 名。昨年度の 12,000 名と比較をすると

3,000 人増である。来場者の業種としては、医療渡航の仲介・代理店業者が最も多い。他に

も、医療従事者のほか多岐の職種にわたる来場者が見られた。なお、展示会初日は医療渡

航業関係者が多く、2 日目以降は一般の来場者も多かった。 

出展団体は、日本、タイ、韓国、ロシア、アメリカ、スペイン、トルコ、オーストラリ

ア、ドイツ等、17 の国・地域から計 115 団体が出展していた。 

日本への医療渡航を扱っている出展団体は、医療法人 DIC 宇都宮セントラルクリニック、

東京ミッドタウンクリニック、日々向上国際㈱、ABC トラベル、日本医療観光㈱、オール

ジャパン企画㈱、世界健康医術学会、康逸東生健康管理（北京）有限公司等、計 14 か所の

団体が扱っていた。 

開催地、会場外観を次図に示す。 
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図表 113 開催地、会場外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 場

2号門（Gate2）

第七届中国国際医療旅遊展覧会 

会場：中国国際展覧中心 



133 

 

出所）MEJ 作成・撮影 

 

展示会の初日には、展示会フォーラム会場にて開幕式が行われ、約 90 名が出席した。政

府関係者をはじめ、中国医療渡航関連協会の代表者、各国代表（日本、タイ、韓国、スペ

イン、トルコ）が登壇し、スピーチを行った後、オープニングテープカットを行った。日

本からは MEJ が代表として出席し、約 10 分間、日本の医療渡航について PR しブースへの

誘導を行った。 

図表 114 開幕式の様子（テープカット） 

出所）MEJ 撮影 

出展内容 ②

 ブースの概要、活動内容は下記のとおりである。 

 

A.ブースの概要 

a.出展ブース名 

ブース名称は、“オールジャパン”としての一体的な取組を来場者にわかりやすく伝える

ことを目的に、日本の医療の国際展開を推進する団体である”Medical Excellence JAPAN”

とした。 
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b.参加団体 

 ベトナム同様、国外への展開に関心のある医療従事者の組織である MEJ フォーラム会員、

AMTAC などの医療渡航支援企業に広く出展協力を呼び掛けた。中国でのプロモーション活

動には関心が高く、下記 10 団体が参加した。 

 

【医療機関】 

 社会医療法人孝仁会釧路孝仁会記念病院、北海道大野記念病院 

 社会医療法人財団慈泉会相澤病院 

 聖路加国際病院 

 独立行政法人地域医療機能推進機構 東京高輪病院 

 学校法人藤田保健衛生大学病院 

 社会医療法人緑泉会米盛病院 

 

【医療渡航支援企業】 

 株式会社ジェイティービー（以下、JTB） AMTAC 認証業者 

 日本エマージェンシーアシスタンス株式会社（以下、EAJ） AMTAC 認証業者 

 Medi Hub 株式会社 

 

【その他】 

 ViewSend ICT 株式会社 

 

なお、日本医科大学健診医療センター、公益財団法人がん研究会からは、病院のパンフ

レット等を提供頂いた。 

 

c.ブースの位置 

 ブースの位置は下記のとおりである。 
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図表 115 ブースの位置 

 

出所）MEJ 作成 

 

d.ブースレイアウト 

出展ブースはアイランド型、ブースの大きさは 6×6 の 36 ㎡と昨年の出展時と同じ大きさ

である。ブース内には、各参加団体向けに商談・相談用カウンターを 10 点、商談・相談用

テーブルを 4 点、カタログラック 3 点を設けた。また、ブースの入り口には、各参加団体

の PR 動画を放映するモニターを設置、ブースの外には 4 点の展示パネルを設置し、来場者

の興味・関心を高めるとともにブース内への誘導を促した。併せてブース内で開催するセ

ミナーのスケジュール表をブース外に掲示し、セミナーへの集客を促した。 

 

  

ブース名： Medical Excellence JAPAN
ブース番号：F50（36㎡）
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図表 116 ブースレイアウト 

 

出所）MEJ 作成 

図表 117 ブース外観 

  

出所）MEJ 撮影 

 

なお、展示パネルは、訴求項目である、①日本の医療、②MEJ の紹介、③AMTAC の紹介、

④JIH の紹介と位置づけを分かりやすく説明するべく中国語で作成し、展示ブース外の人目

を引く場所に掲示した。 

ブースサイズ（6m×6m 36㎡）

入口
正面
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図表 118 展示パネル 

 

出所）MEJ 作成 

  

①日本の医療

③AMTAC ④JIH

②MEJ
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B.活動内容 

 展示会会期前には、事前プロモーションとして、展示会来場者及び医療渡航業に係る関

係者に向けブース出展のアピールを行った。展示会会期中の活動内容としては、展示会場

内のフォーラム会場でのプレゼンテーション、ブース内でのプレゼンテーション、ブース

内での商談・相談、来場者アンケートを行った。 

 

a.事前プロモーション 

展示会公式カタログへの広告掲載 

展示会の出展者へ配布される、出展者情報が掲載されている公式カタログに、日本ブー

ス宣伝用広告（中国語）を作成し掲載した。広告には、プレゼンテーションのスケジュー

ル・講演する医療機関名を記載した。日本の複数の医療機関及び医療渡航支援企業と商談・

相談できることをアピールし、ブース訪問によるメリットが伝わる内容とした。 

図表 119 展示会公式カタログへ掲載広告 

 

出所）MEJ 作成 
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在中国日本国大使館 SNS による情報発信 

在中国日本国大使館の協力を得て、大使館対外宣伝用公式微博（Weibo）、WeChat 公式ア

カウントから、日本ブースの出展案内を発信した。 

図表 120 日本大使館の微博の出展告知記事（左）と WeChat 公式アカウントの出展告知記事（右） 

  

 

 

 

 

 

出所）日本大使館 SNS サイト 

 

中国旅行関連機関向けの出展情報発信 

JNTO の協力を得て、JNTO が所有している各国旅行会社のリストを活用し、本展示会へ

出展することを事前に広く案内した。 

   

b.フォーラム会場でのプレゼンテーション 

会期中、フォーラム会場では各種セミナーが行われており、初日の午後一番の枠で、「日

本の医療の国際展開について」とのタイトルで講演を行った。30 分間の講演時間の中で、

まず MEJ が日本の医療の紹介及び日本の受入体制について紹介した。AMTAC、JIH に加え、

JIH の検索サイト「ジャパン ホスピタル サーチ」の中国語サイトを紹介し、安心して利用

できる一気通貫の日本の受入体制をアピールした。続いて、AMTAC の JTB と EAJ の 2 社

がそれぞれ 3 分間ずつ、来場者に具体的な支援内容等を PR した。聴講者は 80 名余りでほ

ぼ満席であった。MEJ ブースへの来場を促すため、聴講者にアンケートを配布したうえで

ブースへ誘導し、多数の聴講者がブースを訪れた。 
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図表 121 フォーラム会場内プレゼンテーションの様子 

（上：MEJ、左下：JTB、右下：EAJ） 

  

  

出所）MEJ 撮影 

 

c.ブース内プレゼンテーション 

ブース内で釧路孝仁会記念病院・北海道大野記念病院、相澤病院、聖路加国際病院、東

京高輪病院、藤田保健衛生大学病院、米盛病院、MEJ が日本の医療を紹介するプレゼンテ

ーションを 2 日間で計 3 回開催した。ブース内における聴講者数は全 3 回のプレゼンテー

ションで計 75 名程度であるが、ブース内に収まりきれなかった来場者がブースの外からも

プレゼンテーションを聴講する等、2 日間を通した全体で、ブース外にて聴講をした来場者

を含めると、およそ 100 名程度の聴講者が訪れた。 

開催概要と聴講者数は以下のとおりである。 

 

日時： 1 回目  11 月 17 日（金） 11：00～12：05 

   2 回目  11 月 18 日（土） 11：00～12：05 

    3 回目  11 月 18 日（土） 14：00～15：05 
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内容： 日本の医療機関による日本医療についてのプレゼンテーション 

講演者（講演順）： 

MEJ 

釧路孝仁会記念病院・北海道大野記念病院 

東京高輪病院 

米盛病院 

相澤病院 

藤田保健衛生大学病院 

聖路加国際病院 

会場： MEJ ブース 

聴講者数：  

 

 

 

図表 122 ブース内プレゼンテーションの様子 

 

出所）MEJ 撮影 

  

日時
ブース内

聴講者数（名）
ブース内

合計聴講者数（名）

11月17日（金） 11:00～12:05 35

75

11月18日（土）

11:00～12:05 20

14:00～15:05 20
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d.ブース内での商談・相談 

ブース内には、参加した 6 医療機関及び AMTAC の 2 社に専用のカウンターを設け、各

参加団体は来場者との商談・相談を行った。ブース内に設置したテーブルにて話し込む来

場者も多数見られた。日本の医療サービスや日本への医療渡航全般に関する問合せ対応を

行うため MEJ もカウンターを設け、来場者対応を行った。総合案内として MEJ カウンター

を訪れる来場者が非常に多かった。 

商談・相談数の総計は 657 件であった。各参加団体において、商談件数が最も多かった

のは初日の 17 日（金）であった。 

図表 123 商談・相談の件数 

対応団体 
商談数（件） 個人相談数（件） 

17 日 

（金） 
18 日 

（土） 
19 日 

（日） 
合計 

17 日 

（金） 
18 日 

（土） 
19 日 

（日） 
合計 

釧路孝仁会記念病院 20 10 12 42 3 6 4 13 
相澤病院 25 17 11 53 2 4 2 8 
聖路加国際病院 35 29 7 71 3 8 1 12 
東京高輪病院 20 11 6 37 2 2 2 6 
藤田保健衛生大学病院 40 34 15 89 18 16 12 46 
米盛病院 24 17 10 51 6 4 4 14 
JTB 53 17 19 89 27 20 3 50 
EAJ 17 15 4 36 2 2 1 5 
Medi Hub 7 9 4 20 0 0 0 0 
ViewSend ICT 15 0 0 15 0 0 0 0 
計 256 159 88 503 63 62 29 154 

出所）MEJ 作成 
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図表 124 ブース内での商談・相談の様子 

 

出所）MEJ 撮影 

 

e.来場者アンケート 

出展効果の測定手段として、会期中に来場者アンケートを実施した。3 度目の出展となる

本年度は、より詳細な来場者アンケートを行うため、医療渡航業者（B）、個人（C）、病院

関係者（H）（以降、（B）（C）（H）と表記）と 3 種類に対象を分けてアンケート調査を実施

した。3 日間合計の各回収件数は、（B）は 88 件、（C）は 31 件、（H）は 6 件、合計 125 件

であった。 

図表 125 来場者アンケートの回収状況 

 

出所）MEJ 作成 

  

日にち 17日（金） 18日（土） 19日（日） 合計

回収数 74 28 23 125
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図表 126 来場者アンケート票（B タイプの例） 

 

出所）MEJ 作成 

 

 

来場者アンケート集計結果 ③

アンケートは、来場者の属性別に質問項目や調査内容を工夫した。アンケート調査対象

者の種類別（B）、（C）、（H）に調査結果を記す。 

 

A.医療渡航業者アンケート （B） 

a.回答者の住まい 

 回答者の約 2/3 が北京市在住となっている。 
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図表 127 回答者の住まい （n＝83） 

 

出所）MEJ 作成 

b.職業 

 医療渡航分野関連企業が最も多く、次いで、その他（老人ホーム関係、通信関係、国際

看護師協会、弁護士事務所、健康クラブ等）等となっている。 

図表 128 職業 （n＝83） 

  

出所）MEJ 作成 

c.日本向けの医療渡航ビジネスの取扱状況 

 日本向けの医療渡航ビジネスの取扱いの有無については、約 7 割が取り扱っていると回

答している。 

北京市

64%

北京市以外

36%
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図表 129 日本向けの医療渡航ビジネスの取扱の有無 （n＝79） 

 

出所）MEJ 作成 

d.日本向けの医療渡航ビジネスを取り扱っていない理由 

 日本向けの医療渡航ビジネスを取り扱っていない理由としては、「アプローチ方法が分か

らないため」とする回答が半数に達している。次いで、「提携先が見つからないため」が多

くなっている。 

図表 130 日本向けの医療渡航ビジネスを取り扱っていない理由 

 

出所）MEJ 作成 

e.医療渡航先の国・地区 

 医療渡航先の国・地区としては、日本が群を抜いて多く、次いで、アメリカ、スイス、

ドイツ、タイ等となっている。その他の回答では、イスラエルも挙げられた。 
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図表 131 医療渡航先の国・地区 

 

出所）MEJ 作成 

f.情報収集手段 

 日本への医療渡航に関する情報を集める際に、どこから情報を集めるかをたずねたとこ

ろ、インターネットが群を抜いて多く、次いで、医療関係の講演・セミナー、医療機関・

医師等となっている。その他回答の内容は、提携企業、展示会等となっている。 

図表 132 情報収集手段 

  

出所）MEJ 作成 

 

g.医療渡航ビジネスにおけるサービスの提供状況 

 医療渡航ビジネスにおいてどのようなサービスを提供しているかをたずねたところ、日
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本の医療機関への直接の患者紹介が最も多く、日本へ渡航する患者への付加サービス（通

訳・翻訳・同行・観光案内）がこれに続いている。 

図表 133 医療渡航ビジネスにおいて提供しているサービス 

 

出所）MEJ 作成 

h.医療渡航ビジネスの難しさ 

 医療渡航ビジネスを進める中で難しさを感じるのはどのような時かをたずねたところ、

信頼できる適切な情報提供元がわからないが最も多く、適切なアプローチ先がわからない、

アプローチ方法がわからない等が続いている。その他回答の内容としては、日本の病院の

フィードバックが遅いことも挙げられている。 

図表 134 医療渡航ビジネスを進める中での難しさ 

 

出所）MEJ 作成 

 

i.日本の医療渡航事業の改善点 

 他国と比較して、日本が医療渡航事業を進める上で改善すべき点についてたずねたとこ
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ろ、日本政府・団体の取組の強化、中国における認知度向上に向けた医療機関等の PR 等が

多く挙げられた。 

図表 135 日本が医療渡航事業を進める上での改善点 

 

出所）MEJ 作成 

j.ＡＭＴＡＣの認知度 

日本ブース来訪の以前から AMTAC の存在を知っていたかをたずねたところ、知ってい

たとの回答は 41％にとどまった。 

図表 136 AMTAC の認知度（n＝41） 

 

出所）MEJ 作成 

k.ＪＩＨの認知度 

 同様に、JIH の存在を知っていたかをたずねたところ、知っていたとの回答は 50％となっ

た。 
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図表 137 JIH の認知度 （n＝36） 

 

出所）MEJ 作成 

l.日本医療のイメージ（分野） 

 他国と比べて、日本の医療ではどの分野が主な魅力だと考えられるかについては、悪性

腫瘍を挙げる意見が多く、次いで、心疾患、健診・検診が多くなっている。 

図表 138 日本医療のイメージ（分野） 

  

出所）MEJ 作成 

m.日本医療のイメージ（魅力） 

 他国と比べた際の、日本の医療の魅力をたずねたところ、医師や医療スタッフのスキル

の高さ、先進的な治療方法、医療機器の高い信頼性、患者に対する高いホスピタリティな

どへの回答が多い。 
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図表 139 日本医療のイメージ（魅力） 

 

出所）MEJ 作成 

n.日本医療のイメージの変化 

 日本ブースに来訪して、日本の医療に対するイメージが変わったかとの設問に対しては、

約 8 割の人が「イメージが良くなった」と回答している。 

 

図表 140 当ブースに来ての日本の医療に対するイメージの変化 （n＝60） 

 

出所）MEJ 作成 

 

B.一般来場者アンケート（C） 

a.回答者の住まい 

 一般の来場者は、約 8 割が北京市内在住の方であった。 
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図表 141 回答者の住まい （n＝31） 

 

出所）MEJ 作成 

 

b.性別 

 女性の方が約 7 割と多い。 

図表 142 性別 （n＝31） 

 

出所）MEJ 作成 

 

c.来場目的 

 来場目的は、自分、家族または知り合いが中国国外に医療渡航するための情報収集のた

めに訪れている方が中心であった。 

北京市
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北京市以外

19%

男性

32%
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68%
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図表 143 来場目的 

 

出所）MEJ 作成 

d.知りたい情報 

 日本への医療渡航について知りたい情報をたずねたところ、医療技術の質や、価格との

回答が最も多かった。 

図表 144 日本への医療渡航について知りたい情報 

 

出所）MEJ 作成 

e.情報収集手段 

 医療渡航に関する情報収集方法としては、インターネットとの回答が最も多かった。 
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図表 145 情報収集手段 

 

出所）MEJ 作成 

 

f.日本医療のイメージ（分野） 

日本医療のイメージについては、脳血管疾患、悪性腫瘍、健診・検診との回答が多かっ

た。 

図表 146 日本医療のイメージ（分野） 

 

出所）MEJ 作成 
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g.日本医療のイメージ（魅力） 

 日本の医療の魅力についてたずねたところ、医師や医療スタッフのスキルの高さを上げ

る回答が最も多く、次いで、医療機器の信頼性が多くなっている。 

図表 147 日本医療のイメージ（魅力） 

 

出所）MEJ 作成 

h.国外での治療における選択肢となる国・地域 

 中国国外で治療を受ける場合、選択肢に上がる国・地域をたずねたところ、日本と回答

する方が群を抜いて多かった。 

図表 148 国外で治療を受ける場合、選択肢に上がる国・地域 

 

出所）MEJ 作成 
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i.国外での治療に関する予算 

中国国外で治療を受ける場合の予算についてたずねたところ、5～10 万人民元との回答が

最も多く、次いで、10～15 万元との回答が多かった。 

図表 149 国外で治療を受ける場合の予算（治療費、渡航費、宿泊費等すべて）（n＝33） 

  

出所）MEJ 作成 

j.国外での健診・検診に関する予算 

 中国国外で健診・検診を受ける場合の予算にたずねたところ、1～3 万人民元との回答が

多かった。次いで、5～10 万人民元、3～5 万元との回答が多かった。 

図表 150 国外で健診・検診を受ける場合の予算（治療費、渡航費、宿泊費等すべて）（n＝27） 

 

出所）MEJ 作成 
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k.日本での治療・検診に関する不安事項 

 日本で治療・検診を受ける場合、不安に感じることをたずねたところ、医療機関・旅行

代理店の信頼性との回答が最も多かった。次いで、言葉や文化の違い、費用、医療サービ

スの質との回答が多かった。 

図表 151 日本で治療・検診を受ける場合、不安に感じること 

 

出所）MEJ 作成 

l.受診する医療機関の決定要因 

 日本で治療・検診を受ける医療機関を決定する際に重要視することをたずねたところ、

医療機関の規模、大きさや知名度との回答が最も多かった。次いで、医療機関の設備や医

療機器の質、治療や健診・検診の費用との回答が多かった。 

図表 152 日本で治療・検診を受ける医療機関を決める際に重要視すること 

 

出所）MEJ 作成 
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m.日本医療のイメージの変化 

 MEJ ブースに訪れたことでの日本の医療に対するイメージの変化をたずねたところ、約 8

割の人が「イメージが良くなった」と回答している。 

図表 153 当ブースに来ての日本の医療に対するイメージの変化 （n＝27） 

 

出所）MEJ 作成 

 

C.医療関係者アンケート（H） 

 医療関係者を対象としたアンケートについては、回答数が少なかったため、定量的な分

析は難しいが、以下の結果が得られた。 

 本展示会の来場目的としては、「医療機関との交流、連携のため」との回答が最も多かっ

た。回答者の属する医療機関のうち、75％がすでに日本の医療機関と何らかの連携を行っ

ていた。医療渡航における日中間の連携をより円滑なものにするために必要な取組として

は、日中の医療機関・医療従事者同士の交流・連携と回答する人が多かった。 

 

D.アンケート結果総括 

アンケート調査結果から、中国では日本の医師やスタッフのスキルの高さをふまえた日

本の医療の信頼性の高さのイメージが強いことが読み取れた。また、日本の治療・健診の

認知度の高さが伺えた一方で、信頼に足る医療機関及び旅行代理店の情報元が不明である

点、また日本での治療・健診にかかる費用が不明である点が懸念事項であることが明らか

となった。日本の医療そのものへの全般的なイメージの良さと認知度の高さはありながら

も、渡航にあたっての実際の渡航の流れや、医療機関情報や旅行代理店の質や費用の実態

が不明であることはプロモーション不足によることが一つの要因と考えられる。 

日本への医療渡航に関する情報収集方法として、（B）、（C）双方とも「インターネット」

大変良くなった
52%

良くなった

26%

変わらない
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との回答が最も多くなっており、インターネットが中国における主な情報収集手段である

ことが示された。今後もインターネットを通じた情報発信における手法の如何を検討すべ

きと考えられる。 

また（B）については日本への医療渡航ビジネスを進める中で難しさを感じる点について、

「信頼できる適切な情報提供元がわからない」との回答が最も多かった。AMTAC、JIH の

認知度に関する質問においても双方の認知度の低さが明らかとなったことから、日本への

医療渡航を周知するうえで今後の更なる積極的な情報発信はもとより、その効果的な PR 方

法を検討すべきである。 

 

参加団体アンケートによる効果測定 ④

展示会終了後、参加団体の医療機関及び医療渡航支援企業等に対しアンケート調査を行

った。また、イベント終了 3 か月後の「治療に関する問合せ数の変化」、「健診に関する問

合せ数の変化」、「受入患者数の変化」、「健診受入数（予約含む）の変化」等についても確

認した。 

 

A.医療機関 

a. 参加の目的 

医療機関の参加の目的としては、現地の医療事情や医療渡航ニーズの把握、認知度・知

名度の向上に加え、現地関係者（医療機関、渡航支援企業、代理店等）との関係構築、イ

ンバウンドの増加（会場での集患活動）が挙げられた。 

 

b. 満足度 

出展の満足度は非常に高いとの声が挙げられている一方、来場者と面談をする際、面談

スペースが不足したことが課題として挙げられた。 

なお、医療渡航業者との面談が直接受注につながるとして、医療渡航業者の参加の多い

本展示会に満足していると回答する医療機関が多数を占める中、患者との直接の面談を希

望する医療機関も見られた。 

 

c. 出展成果 

 本展示会に出展した成果としては、現地の医療渡航業者等に自院の強みを認知してもら

えた、代理店とのコネクションが構築できた等の効果に加え、医療渡航を検討する患者や

現地医療渡航業者から複数の問合せが来ており AMTAC につないだ、あるいは来日調整中

等との情報を得ている。 

また、来場者の信頼感・安心感を得られること、複数医療機関が集合することで活気が

生じること、来場者は多くの医療機関と話ができ選択肢が増えること、日本ブランドとし

て認知されやすいことのほか、出展者側のノウハウ構築、相互にヘルプや連携が可能なこ
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と等から“オールジャパン”としての出展の必要性を強く認識した。 

 

d. 中国から日本への医療渡航推進の課題 

中国から日本への医療渡航を推進する上での課題としては、患者へのプロモーションが

現地の医療渡航業者頼みとなっている状況を指摘する意見が複数挙げられていた。その他、

患者ニーズの把握、診療費の確実な回収、院内の受入体制整備や通訳者の配置、自院独自

の受入体制の充実等が挙げられている。 

 

e. 日本のプレゼンスを上げるための方策・改善点 

 医療技術面では一定程度の国以上になれば大差はないとの認識に基づき、日本の医療技

術のレベルの高さや先進性を謳うのではなく、商業ベースではなく誠実に医療が行われて

いること、地域に偏りなく日本全国において標準治療で多くの疾患を治療できること等、

日本の医療の特徴を差別化要素としてアピールすることが重要との意見が挙げられた。 

 

f. イベント終了３か月後のフォローアップ 

イベントへの出展後 3 か月が経過し、イベントへ参加した医療機関に再度アンケートを

取ったところ、展示会出展後、健診・検診、治療に関する問合せが増えたと回答があった。

実際に治療を 1 件受け入れた医療機関があった。また、出展をきっかけとし、4 件の医療コ

ーディネーターとの契約に至った医療機関も見られた。 

展示会で関係を構築した人へのフォローアップとして、会期後にお礼メールを送るなど

のフォローアップを行ったことで、医療機関を訪問したケースや契約締結に至ったケース

も確認された。その他展示会出展における波及効果についてアンケートを取ったところ、

展示会へは実際に来場していないが、来場した医療渡航業者の口コミにより健診受入に至

ったケースも確認された。また出展後に医療機関のホームページアクセス数が増加してい

ることが明らかとなったこと等から、展示会出展の一定の効果が見られた。一方、出展に

よる直接的な効果が見られていないとする医療機関も見られることから、成果の検証のた

めに今後もフォローアップを実施することが求められる。 

 

B.医療渡航支援企業等 

a. 参加の目的 

医療渡航支援企業等の参加の目的としては、市場動向調査、提携先の開拓、新たな顧客

づくり等が挙げられた。 

 

b. 満足度 

出展の満足度が高い一方、来場者と面談スペースが不足している意見が挙げられた。 
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c. 出展成果 

医療渡航への理解や医療渡航にかかる情報を自主的に取得している来場者が年々少しず

つ増えているという声が挙がった。医療渡航に従事している方や、すでに情報収集した上

で訪れる来場者の割合が増え、以前よりも具体的な話に進みやすくなっている。健診の大

型案件の具体的な問合せや、提携契約締結に至っている。また、出展を通して、出展企業

の WeChat アカウント登録件数が増えている。一方、国際医療の情報収集を目的とした初心

者の方が多く、実際のビジネスにつながるプロセスは長いと感じるとの声も挙がっている。 

 

d. 中国から日本への医療渡航推進の課題 

中国から日本への医療渡航の推進に関する課題として、まず、中国国内における医療渡

航のニーズ、動向を把握することが喫緊の課題であるとの意見が挙げられた。 

現状、多くの日本の医療機関が医療渡航に関心を持ち、それぞれ受入体制を整え、プロ

モーションを行っている。一方、医療渡航関連企業が日本への医療渡航を訴求する際に活

用できる、日本の各病院の特徴を取りまとめた全体の資料が欲しいとの声が挙がっている。

また、中国の医療渡航関係企業や医療渡航を取り扱う個人の医療コーディネーターが、

AMTAC を経由せずに直接日本の医療機関にコンタクトをとるケースが散見されるとの意

見も挙がり、AMTAC を通じた JIH への受入調整及び案内の連携とその周知の検討が課題と

して挙がっている。 

 

e. 日本のプレゼンスを上げるための方策・改善点 

 中国国内における医療渡航のニーズを把握したうえで、相手国の医療渡航関連企業が他

国ではなく日本への医療渡航を選択する、魅力的な事業モデルを構築・検討していくべき

との声が挙がった。 

 

f. イベント終了３か月後のフォローアップ 

 イベントへの出展後 3 か月が経過し、イベントへ参加した医療渡航支援企業に再度アンケート

を取ったところ、展示会出展後、健診・検診、治療に関する問合せが増えたと回答があった。実

際に治療受入に至った件数は合計で 17 件と明らかな成果が見られた。また出展をきっかけとし、

医療渡航業者との契約に至った医療渡航支援企業も確認され、一定の成果が見られた。 

 展示会で関係を構築した人へのフォローアップとして、関係者リストの作成とともに現地拠点

の担当者へ定期的に連絡を取る、現地の医療渡航業者に対してサービス案内や健診プランをメー

ルで送付するなどのフォローアップを実施する企業が確認された。 

 その他展示会出展における波及効果についてアンケートを取ったところ、商談には至っていな

いが、ブースにて連絡先を取得した医療渡航業者から後日連絡があり、関係構築に至ったケース

が確認された。また来場者の口コミを通じて連絡を取る医療渡航希望の患者の存在が明らかとな

ったことから、展示会における一定の波及効果があったと考えられる。 
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成果と課題 ⑤

 中国の展示会の成果としては以下があげられる。 

 

 昨年に続き、来場者数の多さから、日本の医療の認知度、信頼性の高さがうかがえた。

会場の他の出展団体のどのブースと比較しても出展ブースにおける来場者数は群を抜

いて多く、医療渡航市場における日本の医療への関心の高さが表れていた。 

 各医療機関、企業において、問合せ件数の増加や患者受入の増加につながった声が挙

げられ、出展の効果があったことがうかがえる。 

 現地の医療渡航業者との提携に至るケースも多く、参加団体にとって本展示会は満足

度の高い展示会であることがうかがえる。 

 

 次に課題としては以下があげられる。 

 

 展示会におけるアンケート結果から、日本の医療の信頼性の高さやイメージの良さが

ありながらも、適切な情報発信及びプロモーションが不足していることも明らかとな

った。今後も同プロモーションを実施していく中で検討すべき課題としては、今後も

継続的な展示会への出展によるプレゼンス向上を目指すことと併せ、Webサイトや SNS

による情報発信を効果的かつ効率的に実施するとことが重要であると思われる。 

 検討課題としては、以下を検討する。 

① 医療機関による SNS（WeChat 等）サイトの開設による直接的な情報発信 

② 各種 SNS のマーケット調査による情報発信の効率化 

③ 展示会をきっかけとした各団体の Web サイトや SNS へのアクセス数増加等の検証 
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４） まとめ 

 

（１）活動の評価 

 国外におけるイベント出展について、ベトナムのホーチミンにおける展示会では、ファ

ーストステップとして、当該国の医療渡航のニーズ及び動向を把握することが出展の主た

る目的であった。今般の出展により、医療機関においては、渡航受診に関する問合せや渡

航受診者の受入れ増加につながり、直接的な出展の効果がみられた。また医療渡航支援企

業においては、現地の医療渡航業者との関係構築及び契約締結に至るなど、直接的な出展

の効果がみられた。官民一体の”オールジャパン”としての一体的な取組をアピールすること

により、現地の来場者へ日本の医療を強く印象付けることができたと考えられる。 

 中国の北京における展示会では、昨年に続くブースへの来場者数の多さから、日本の医

療の認知度、信頼性の高さが伺えた。一昨年、昨年と続き、連続して同イベントへ出展し

たことから、日本の医療のイメージ向上及びプレゼンス向上につながったものと考えられ

る。また複数の医療機関が参加したことでブースに活気が生じ、会場において日本の医療

のプレゼンスを高めることができた。医療渡航市場における日本の医療への関心の高さが

表れていることが改めて確認できた。 

 両国の展示会におけるアンケート結果から、日本の医療の信頼性の高さやイメージの良

さが伺えた。ベトナムのホーチミンでは、MEJ のブースを訪れたことで日本の医療に対す

るイメージが変わったかとの問いに対しては、「大変良くなった」「良くなった」の回答が

合わせて 9 割超に達したことから、日本の医療のイメージ向上につながったものと考えら

れ、日本の医療の認知度向上、医療渡航への関心が高まるものと考えられる。中国の北京

では、3 年連続で同イベントへ出展したことにより、ブースへの来場者数は過去の出展時か

ら経年変化を見ても増加している。中国国外で治療を受ける場合の候補となる国について

は「日本」を上げる割合が大きく、昨年に続き、中国における日本の医療のプレゼンスを

高めることができたと考えられる。 

 展示会参加後の参加団体へのヒアリングから、ベトナム、中国の各展示会の出展の効果

に対する評価は高く、医療機関、企業双方において問合せ件数の増加や患者受入の増加に

つながったとの声が挙げられた。官民一体での”オールジャパン“による出展による相乗効果

は高く評価され、参加団体のノウハウの構築、連携に併せ、日本ブランドの認知度を高め

る意味でも、官民一体の出展の必要性を強く訴える声が挙げられた。またプロモーション

を実施すべき対象国としては、来年度以降も中国の北京の同イベントへの参加を希望する

声とともに、中国国内の他地域におけるイベントの参加を希望する声も挙げられていた。 
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（２）今後の進め方 

 今後、同プロモーションを実施していく中で、各展示会へ参加した参加団体からの継続

的なイベントへの出展を望む声が多かったことから、今後も継続的な展示会への出展によ

るプレゼンス向上を目指すことが重要と考えられる。ベトナム、中国の両国におけるアン

ケートの結果、日本の医療へのイメージの良さがありながらも、日本から適切な情報発信

が出来ていない状況にあることが明らかとなったことから、積極的な情報発信とその手法

を検討すべきである。また、両国におけるアンケート結果から、情報収集をする手段とし

てはインターネットを用いた情報収集の実施との回答が圧倒的に多かったことから、今後

も Web サイトや SNS による情報発信を効果的かつ効率的に実施するとことが重要であると

考えられる。 

 Webサイトや SNS による効率的な情報発信の手法としては、医療機関による SNS（WeChat

等）サイトの開設による直接的な情報発信、各種 SNS のマーケット調査による情報発信の

効率化、展示会をきっかけとした各団体 Web サイトや SNS へのアクセス数増加等の検証が

挙げられる。 

 今後の展示会への出展においては、プロモーションの対象とする国や地域、セグメンテ

ーションを含め、どのようなプロモーションが効果的であるかについて、有識者との協議

をふまえ、対象とする国の医療渡航のニーズと動向の把握を実施する必要がある。 

 

 

  


